















































































第 13 図 石橋五郎の肖像 
資料：東京地学協会編『地学論叢 3』 
大日本図書，1908 所収の写真を転載 








































 明治 34（1901）年 7月，石橋は「唐宋時代の支那沿海貿易並貿易港に就て」と題する論文
21）を提出して史学科を卒業22）し，大学院に進学した。この卒業論文は専攻した西洋史に直接
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著者名 タイトル 巻号 掲載年月（明治）
石橋五郎 白河関及ひ勿来関 3-11 34年11月
桜台子 勿来関 4-1 35年1月
石橋五郎 聖徳太子十七條憲法評論 4-3，4-4，4-5 35年3・4・5月
三人同者 北遊笑談 4-3，4-4 35年3・4月
稲湖生 地学雑談 5-9，5-12 36年9・12月
稲湖生・関山生 北陸の物産（歴史つきの） 5-11 36年11月
稲湖生 高岡の銅器 6-1 37年1月
石橋五郎（抄訳） 地理学に対する支那人の観念 6-11，6-12 37年11・12月
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頁，②前掲 2）②192-205 頁，③織田武雄「石橋五郎」（日本地誌研究所編『地理学辞典 改






6）勝田 一編『帝国大学出身名鑑』校友調査会，1932，イ（ヰ）97頁。前掲 4）③18頁。 
7）瀧本貞一「石橋博士のプロフィル」地理学談話会会報 3（石橋博士還暦記念特輯），1936，
40 頁。 





125 頁の「一部一年四之組（文科）」（明治 28年 2月時点）に，石橋の名前が確認できる。 
10）前掲 9）①3-4 頁。 
11）前掲 9）①4頁。なお，石橋五郎・別技篤彦『地理教育論（現代教育学大系 各科篇 第十
三巻）』成美堂書店，1937，196 頁にも同様の記述がある。 
12）第一高等学校『第一高等学校本部一覧 自明治廿九年 至明治三十年』，1897，105 頁の
「一部三年五之組 文科」（明治 29年 11月時点）を見ると，石橋の名前の上に記載され
た志望学科が「国史」となっている。恐らく何らかの心境の変化で，3年生の 1年間で国
史科から史学科に変更したのであろう。 
13）東京帝国大学『東京帝国大学一覧 従明治三十年 至明治三十一年』，1897，418 頁の史
















当時の地理学の水準に対する批判的言辞であるとしている。前掲 2）②193頁。  
20）前掲 9）①4頁，6頁。なお，石橋はもともと旅行好きで，地理学への志向性を潜在的に持
っていたと考えられる。前掲 9）①6頁。 
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22）前掲 15）256 頁。 
23）石橋五郎「唐宋時代の支那沿海貿易並貿易港に就て」史学雑誌 12-8，1901，952-975 頁，
12-9，1901，1051-1077 頁，12-11，1901，1298-1314 頁。 
24）前掲 23）953 頁。 
25）張 祥義「宋代市舶司貿易研究の現状と課題」亜細亜大学教養部紀要，1981，33-34 頁。 











にとどまっている。前掲 23）1300 頁。 
29）石橋自身はこの卒業論文を「経済史」の研究と位置付けており，当時文科大学講師であっ
た経済史学者の内田銀蔵の影響が大きかったとしている。石橋五郎「内田先生の追憶」芸
文 10-10，1919，972 頁。なお，この内田銀蔵は明治 40年の京都帝国大学の史学科創設に
際し，地理学を独立講座とするにあたって大きな役割を果たした人物で，石橋を京都帝大
に招いた人物でもある。前掲 2）②202-203 頁。 
30）わが国では明治 20年から 30年にかけて，伝統的な史料中心の考証史学とヨーロッパ近代
歴史学の厳密な史料批判とが結びついて，実証主義的な歴史学が成立していた。大久保利
謙『日本近代史学の成立 大久保利謙歴史著作集 7』吉川弘文館，1988，54-55 頁，前掲
14）73頁。 
31）前掲 23）955 頁，1058 頁，1061 頁。 
32）例えば①石橋五郎「港の盛衰」（東京地学協会編『地学論叢 第三輯』大日本図書，1908），
403-433 頁，②同「明治年間の外国貿易額に就いて」国民経済雑誌 36-6，1924，1-17 頁な
ど，石橋の業績には港湾や貿易に関する研究が少なくない。 
33）前掲 9）①6頁。①東京帝国大学『東京帝国大学一覧 従明治三十四年 至明治三十五年』，










覧 従明治廿九年 至明治三十年』，1896，322 頁。 
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38）原の掲げたテーマは「国史科中本邦歴史地理特ニ東国地方ニ関スル事項」であった。東京
帝国大学『東京帝国大学一覧 従明治三十一年 至明治三十二年』，1898，364 頁。 
39）石橋が日本歴史地理研究会の提唱する歴史地理研究をどう見ていたかは，Ⅴ章（2）節で触
れる。 


























46）桜台子「勿来関」歴史地理 4-1，1902，口絵，37-43 頁。 











50）前掲 4）①120 頁。 
51）前掲 9）①7頁，神戸大学百年史編集委員会編『神戸大学百年史 通史Ⅰ 前身校史』神戸
大学，2002，103頁。なお，神戸高等商業学校『神戸高等商業学校一覧 自明治三十七年
五月 至明治三十八年四月』，1904，46頁の「教授」欄には，「倫理，商業道徳，商業地
理 文学士 石橋五郎」と記載されている（記事は明治 37年 7月時点）。 
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52）石橋五郎「自然ト経済トノ関係」国民経済雑誌 1-4，1906，51-78 頁。 
53）前掲 2）②201-202 頁。 
54）石橋五郎「我が地理学観―発刊の辞にかへて―」地理論叢 1，1932，6-9 頁。 






事は明治 40年 10月末時点）。 




誌 20-12，1909，111 頁。 













61）前掲 60）①15-16 頁。 


















- 136 - 
 
                                                                                                                     
70）石橋五郎「人文地理学概論（修正版 地理学講座 第五回）」地人書館，1937，30頁。 
71）大正期以降の石橋については主に以下の文献に依拠した。前掲 9）①1-23 頁，前掲 56）②












75）（無署名）「石橋名誉教授の逝去」史林 32，1948，162 頁。 
76）前掲 9）①16頁。 
77）石橋五郎・遠藤金英・田中秀作「近畿地方の人文地理」（山本三生編『日本地理大系第七
巻 近畿篇』改造社，1929），423-455 頁。 





する歴史的説明や解釈は重要な役割を担っていたと思われる。前掲 54）17-21 頁を参照。 
